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ま ち の 話 題

フォトアルバムま ち の 話 フ題
▲鏡石駅で啓発活動をする参加者

＝年末年始特別警戒出動式＝

件・事故のない明るい地域へ事

　12月12日（水）、町勤労青少年ホームで年末年始特別警戒出動式が
行われ、町防犯協会や交通安全協会、須賀川警察署から約50名が出
席しました。出動式後、参加した皆さんは５班に分かれ、町内の商業
施設や駅などでチラシやティッシュを配り、年末年始の防犯を呼びか
けました。
　また、町内の飲食店へは交通安全のぼり旗を掲げてもらい、飲酒運
転の根絶と交通事故防止を呼びかけました。
　11月末日現在の町内の犯罪発生件数及び交通事故発生件数は、昨
年対比で大幅に減少しています。

▲プロの教えを身をもって体験する中学生

　12月８日（土）、町鳥見山多目的広場で東日本大震災復興支援活動「大宮
アルディージャ（Ｊリーグ１部参加チーム）サッカー教室」が行われました。
　この教室は、ジュニアユース世代の技術力を向上させることで、次世
代で活躍できる選手を育成する目的で開催されたものです。
　当日は町内の小中学生を中心に約60名の子ども達が参加し、講師の大
宮アルディージャ所属コーチの２人の基礎的な指導やゲームを通じたコ
ーチングなどを子ども達は真剣に指導を受けていました。

＝大宮アルディージャサッカー教室＝

世代の活躍を目指して次

　かがみいし田んぼアート実行委員会（遠藤栄作実行委員長）では、刈
り取りが終了した田んぼアート米（コシヒカリ）を町立小･中学校の学
校給食用（５回分）として町教育委員会に贈呈いたしました。
　田んぼアートは、風評被害の払拭と、観光と農業が連携して「おい
しい米」のPRに努めるとともに、今年度は地産地消として学校給食で
活用する計画で事業が展開されました。
　実行委員会では、提供する65本（30㎏米袋）の米を全袋検査して安
心・安全を確認して提供しています。

＝田んぼアート米贈呈式＝

ートの観覧後は食べるア

▲教育長へ米を贈呈する副実行委員長の和田和久さん（中）と込山信雄さん（右）

　11月23日（金）、町老人福祉センターで第27回福祉バザーが行わ
れ、約400名が来場しました。
　このバザーは、地域福祉の財源の確保と福祉意識の高揚を図るた
め、福祉団体の協力を得て毎年開催されています。
　当日は、町民の方々からご協力いただいた品物の他、生きがいと創
造事業「趣味の教室」の各クラブ【陶芸・手工芸・木工】やライジング・
サン（共生かがみ）の手作り作品などが販売されました。

＝第27回福祉バザー＝

祉の心福

　法務大臣からの感謝状が11月30日付けで８期
16年間の保護司を退任した稲田耕筰さんに贈ら
れました。
　なお、稲田さんの後任には大中和枝さんが就任
しました。

法務大臣からの感謝状

▲写真右から、小貫良巳方部長、大中和枝さん、
　稲田耕筰さん

　11月29日（木）、長崎県総合体育館で行われた
全国スポーツ推進委員研究協議会で、小林昭一さ
んが全国スポーツ推進委員連合功労者表彰を受け
ました。

全国スポーツ推進委員
　連合功労者表彰

▲スポーツ推進委員（前体育指導委員）として23年間
　尽力した小林昭一さん

　12月３日（月）、文部科学省で行われた平成
24年度優れた「地域による学校支援活動」推進
にかかる文部科学大臣表彰式で鏡石町学校支援
地域本部として表彰され、本部地域コーディネ
ーターの須藤基子さんが代表受領しました。

文部科学大臣表彰

▲代表受領をした須藤基子さん

▲多くの人で賑わったバザー会場

新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。きっぷは鏡石駅で燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください。ごみは分別を
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